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政策課題分野 Ⅵ

心豊かなくらしと共生社会の実現

Ⅵ－2 心豊かなくらしの創造

くらしにうるおいをもたらす文化芸術は県民生活の大切な要素となっており、優れた文化芸術を鑑賞す

るとともに、自らも文化芸術活動や学習活動に参加したいと思っている人が増えています。このため、鑑

賞の機会を充実させ、活動の場を整備するなど、文化芸術を楽しんだり多様な学習が進む環境づくりが求

められています。

また、スポーツは、一人ひとりの心身の健全な発達に大変重要な役割を果たすものであり、人々が生涯

にわたってスポーツを楽しむことは、大きな意義を持っています。

しかしながら、日ごろ、運動不足を感じている人やスポーツをしたくてもきっかけがないためにできな

いでいる人が多く、また、子どもの体力や運動能力の長期的な低下傾向が見られることなどから、生涯を

通じて多様にスポーツが楽しめる環境づくりが求められています。

●文化芸術の鑑賞・活動のための支援

県民が身近な場で優れた文化芸術を鑑賞できる機会を拡充するとともに、鑑賞や活動のために必要な

場の整備を進めます。

また、文化芸術活動への支援や芸術コンクールの実施などにより、県民の文化芸術活動や交流の機会

を拡充します。

●生涯スポーツ社会の実現

運動やスポーツを行いたいができないでいる人などに対して、だれもが身近なところで手軽に参加で

きるしくみづくりやスポーツを通じた健康・体力つくりを進めるとともに、スポーツ選手の一貫指導シ

ステムの拡充を図ります。

戦略プロジェクト

３７　文化芸術・スポーツを楽しむ環境づくり



実施計画

No. 構　成　事　業� 単位�
２００４� ２００５� ２００６�

年　度　別　目　標�項　目�

文化芸術の鑑賞機会の充実と活動の場づくり�
　文化芸術団体や市町村などと連携して、優
れた文化芸術の鑑賞機会を拡充するとともに、
県立文化施設について必要な整備を行います。�

�

�

県民の主体的な文化芸術活動と多様な学習機
会の充実�
　文化芸術団体への支援や芸術コンクールの
実施などにより、県民の文化芸術活動や交流
の機会を拡充します。�
　また、県立博物館や美術館で、多様で質の
高い講座や企画展を開催します。�

くらしに根づき夢と活力を生むスポーツ活動
の推進�
　だれもが身近なところでスポーツ活動がで
きる総合型地域スポーツクラブを育成・支援
するとともに、県民に夢と感動を与え、スポ
ーツに対する意欲や関心を高めるため、スポ
ーツ選手の一貫指導システムの拡充を図ります。�

健康・体力つくりの推進�
　全県的な健康・体力つくりの推進体制を整
備するとともに、３０３３運動＊1や子どもの外
遊びの習慣化などを通じて健康・体力つくり
を進めます。�

県内の舞台芸術の公演�
（県・市町村・民間）�

県民ホールの再整備　
（県）�

県立音楽堂の再整備　
（県）�

生涯学習情報システム
への文化芸術講座など
の登録　　　　 （県）�

県立博物館や美術館で
の講座開催　　　（県）�
�
総合型地域スポーツク
ラブの設立�

（県・市町村）�
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３７ 文化芸術・スポーツを楽しむ環境づくり　　（県民部）

〈現状と課題〉
・鑑賞機会の東京依存傾向は依然として高い状況にあります。
・身近な場での文化芸術鑑賞や文化芸術活動を重視する県民の割合が増え
ています。

・県民の文化芸術ニーズの多様化、高度化に対応する文化施設が不足して
います。

・運動やスポーツを行いたいが、できないでいる成人が多くなっています。
・子どもの体力や運動能力が低下する傾向にあります。

〈めざすすがた〉
一人ひとりが身近な場で優れた文化芸術に触れる機会が多くなり、自ら

も文化芸術活動や学習に取り組むことにより、心の豊かさを感じることが
できるようになっています。
また、県民の多くが、生涯にわたっていつでも、どこでもそれぞれの興

味、関心、技能、目的に応じてスポーツに親しむことができるようになっ
ています。

〈目標〉
○1年間に芸術鑑賞を行った延べ人数（１０歳以上）（単年度）

〈取り組む事業〉
県民が身近な場で優れた文化芸術を鑑賞できるよう、民間や市町村とも連携して文化芸術創造活動の促進と鑑賞機会の拡
充を図るとともに県民の文化芸術ニーズの多様化、高度化に対応するために県立文化施設について必要な整備を行います。
県民の主体的な文化芸術活動を促進するために、文化芸術団体への支援や芸術コンクールなどを実施するとともに、
県立博物館や美術館において県民ニーズに応じた講座、企画展を開催します。
運動やスポーツを行いたいができないでいる人などに対して、スポーツ活動の機会を提供し、だれもが身近なところ

で手軽にスポーツに参加できるしくみづくりを行うとともに、スポーツ選手の一貫指導システムの拡充を図ります。ま
た、生活習慣病の予防や子どもの体力向上のために、スポーツを通じた健康・体力つくりを進めます。

文化芸術の拠点「県民ホール」

実績（２００１）� 現状（２００３見込）� ２００４� ２００５� ２００６�

８，５６６� －� －� －� ８，９００�

（単位：千人）

○成人の週1回以上のスポーツ実施率

実績（２００２）� 現状（２００３見込）� ２００４� ２００５� ２００６�

３７� －� －� －� ４１�

（単位：％）

（「社会生活基本調査（総務省）」より）

（「県民の体力・スポーツに関する調査」より）

＊1 ３０３３運動…1日３０分・週3回・3か月間継続して運動やスポーツをすることを啓発する運動




